
 

 

 

入 札 公 告 

 
 

 

次のとおり一般競争入札（事後審査型、郵便入札）を実施するので公告する。 

 

   令和８年１月２３日 

                           宗教法人 西福寺 

                           代表役員  二 橋 信 玄 

 

１ 入札に付する事項 

（１）工 事 名 重要文化財西福寺御影堂保存修理工事（２期） 

（２）工事場所 福井県敦賀市原１３号７番地 

（３）工事概要  

ア）建物概要 御影堂 １棟 

桁行21.3ｍ、梁間18.75ｍ、一重、入母屋造、向拝３間・北面御霊屋及び西面渡廊下付属、

桟瓦葺 

イ） 工事概要 組立工事 

・基礎工事 

  縁束石取り外し、軒下叩き撤去 

     ・木工事 

       古材繕い（一部）、新材加工（一部）、補足木材（一部）、揚屋工事 

（４）工   期 請負契約締結日の翌日～令和９年（2027年）５月３１日まで 

（５）設 計 額 公表なし 

（６）入札方式 制限付き一般競争入札（事後審査型、郵便入札） 

（７）最低制限価格の設定 有 

 

２ 入札参加資格に関する事項 

入札に参加できる者は、次に掲げる条件を全て満たし、当該工事に係る入札参加資格の確認を受

けた者とする。 

（１）共通事項 

入札公告日から入札参加資格確認申請書の提出期間の末日までの

間において、次に掲げる条件を全て満たす者とする。 

ア 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者である

こと。 

イ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条第１項及び第

２項の規定に該当しない者であること。 

ウ 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条第１項及び

第２項の規定に該当しない者であること。 

エ 福井県及び敦賀市において指名停止又は指名除外を受けている

期間中でない者であること。 

（２）この入札に付する事項 

次に掲げる条件を全て満たす者とする。 

ア 建設業法(昭和２４年法律第１００号。以下「法」という。）

第３条の許可を受けて建築工事業を営んでいる者であって、法第

１５条に規定する特定建設業の許可を受けている者であること。 

イ 令和７、８年度敦賀市建設工事競争入札参加資格者名簿に登載

されている者で対象工事と同種の工事種目（建築一式工事）に登

録されているものであること。 

ウ 福井県、石川県、滋賀県、京都府、大阪府、愛知県、岐阜県に

主たる営業所（法３条の営業所をいう。）又は契約できる営業所



 

 

を有する者であること。 

エ 法第２７条の２３に規定する経営事項審査結果における建築一

式工事の最新の総合評定値が１２００点以上の者であること。 

オ 過去２０年間（平成１７年度から令和６年度）に、契約額１億

円以上の国宝・重要文化財建造物の保存修理工事を元請として施

工した実績を有する者であること。 

カ 当現場に配置する現場代理人及び監理技術者は、次の要件を全

て満たすこと。なお、現場代理人と監理技術者は兼任してもよ

い。 

（ア）設計監理者が常駐する国宝・重要文化財建造物の修理工事の

経験が延べ１年以上あること。 

（イ）入札参加申し込み時の３カ月以上前から、入札参加申込者と

直接的かつ恒常的な雇用関係があること。 

 

３ 入札手続等の日程 

手続等 期間、期日、期限等 手続の方法等 

設計図書等配布期間 
令和８年１月２３日(金)から 

令和８年２月 ９日(月)まで 

西福寺寺務所にてCDROMで

配布 

設計図書等に関する質疑の

受付 

令和８年１月２４日(土)から 

令和８年２月 ４日(水)まで 
FAX、メールにて受付 

質疑に対する回答の公表 
令和８年２月 ５日(木)から 

令和８年２月 ９日(月)まで 

西福寺ホームページにて

公表 

入札書提出期限 令和８年２月 ９日(月)（必着） 実施方法：郵便入札 

開札日時 
令和８年２月１０日(火) 

  １０時００分 
実施場所：西福寺書院 

工事費内訳書の提出 
令和８年２月 ９日(月)（必着） 

（入札書と同時に提出すること。） 
入札公告６のとおり 

 

４ 設計図書等の配布 

  入札参加希望者は、西福寺寺務所にて設計図書の電子データを配布するため、未使用のCDROMを１

枚持参すること。 

 

５ 入札書の提出 

 入札参加者は、期日までに以下の提出先に入札書を郵送にて提出すること（必着）。期限までに

到達しなかった入札書は無効とする。 

 郵送の際は、入札書を封入した封筒をさらに別の封筒に入れて郵送することとし、入札書をその

まま郵送しないこと。また、一般書留または簡易書留のどちらかとすること。 

 郵便入札に要する費用は、すべて入札参加者の負担とする。 

 

  提出先 

    福井県敦賀市原１３号７番地  西福寺 

   

６ 工事費内訳書の提出 

工事内訳書は入札書と同一の封筒に入れ、提出するものとする。 

工事費内訳書の提出について次のいずれかに該当するときは、敦賀市財務規則（昭和５５年敦賀市

規則第４号）第１１７条第４号に規定する入札書記載の金額が確認できない入札に該当するものとし

て、当該入札参加者の行った入札を無効とする。 

（１）工事費内訳書の提出を行っていないとき。 

（２）入札執行者が、提出された工事費内訳書について、次に掲げる要件を満たしていると確認



 

 

 

できないとき 

  ① 入札参加者が当該入札において提出する入札書の金額と一致するものであること。 

② 入札執行者が閲覧に供する設計図書に記載する費目・工種・施工名称と同一の費目・工種

・施工名称を明らかにした内訳により見積もったものであること。 

③ 違算及び不適切な事項の記載がないこと。 

（３）その他入札執行者が不適当であると認めるとき。 

 

７ 落札者の決定方法 

この入札に係る工事の予定価格の制限範囲内の価格で、最低制限価格以上の価格をもって申込みを

した者のうち、最低の価格をもって有効な入札を行った者を落札候補者とする。その後、入札参加資

格の確認を行ったうえで、落札決定を行う。 

 落札者の決定に当たっては、入札額として入力された金額に、当該金額の１００分の１０に相当

する額を加算した金額（加算後の金額に１円未満の端数金額があるときは、その端数金額を切り捨

てた金額）をもって契約金額とするので、入札参加者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者

であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当する金

額を入札書に記載すること。 

 

８ 再入札について 

入札の回数は２回を限度とする。再度の入札を行う際は、１回目の応札者に対し２回目の入札実施

の連絡をし、１回目の最低応札金額、入札書提出期限をFAX 等により通知する。 

 

９ 入札参加資格確認申請時の提出資料 

 当該工事の落札候補者は、次に掲げる書類を提出するものとし、参加資格の確認を受けなければ

ならない。なお、期限までに申請書を提出しない者又は確認を受けられなかった者の行った入札は

無効とする。 

（１）一般競争入札参加資格確認申請書 (様式第１号) 

（２）同種同程度の工事の施工実績 (様式第２号) 

（３）配置予定の現場代理人及び監理技術者等の資格、経歴、経験等 (様式第３号) 

（４）直近の経営事項審査結果通知書の写し 

（５）建設業の許可書の写し 

 

１０ 入札参加資格確認申請書等の提出及び確認 

 開札後に入札参加資格確認申請書提出依頼通知書を受けた者は、上記９により提出すること。なお、

提出された入札参加資格確認申請書等を受け付け後、入札参加資格の確認について通知する。 

 

１１ 支払条件 

（１） 前金払いは適用しない。 

（２） 支払いは各年度末に出来高払いとする。支払時期は協議による。 

 

１２ 入札保証金及び契約保証金 

入札保証金は免除とする。契約保証金は契約金額の１／１０以上の額とする。ただし、利付国債

の提供又は金融機関若しくは保証事業会社の保証をもって契約保証金の納付に代えることができ

る。 

 

１３ 問い合わせ先 

 西福寺 代表役員  二 橋 信 玄 

 〒914-0824 

福井県敦賀市原１３号７番地 

電話番号0770-22-3926  FAX:0770-22-4989 



 

 

メールアドレス saifukuji@clock.ocn.ne.jp 



 

 

 

様式第１号 
 

一般競争入札参加資格確認申請書 
 
 
                        令和  年  月  日 
 
 
 
 
 宗教法人 西 福 寺 

代表役員 二 橋 信 玄  あて 
 
 
 
 

住   所 
 
 

商号又は名称 
 
 

代 表 者 
 
 
 
 
    令和 年 月 日付けで事後審査通知のありました重要文化財西福寺御影堂保存 
 
 

修理工事（２期）に関して入札参加資格確認を受けたいので、下記の書類を添えて 
 
 
申請します。 

 
 
    なお、添付書類の内容については事実と相違ないことを誓約します。 
 
 
 

記 
 
 
 
 
   １ 同種同程度の工事の施工実績を記載した書面 
 
 
   ２ 配置予定の現場代理人及び監理技術者等の資格、経歴、経験等を記載 
 

した書面 

 



 

 

様式第２号 （用紙Ａ４） 

同 種 同 程 度 の 工 事 の 施 工 実 績 

                                      

                                      業者名                              

             番号 

 項目 
例 １ ２ 

建設業者名    

工 

事 

名 

称 

等 

工 事 名      〇〇〇〇工事   

発注機関名 （○○県○○事務所等）   

施 工 場 所      (都道府県名・市町村名)    

契 約 金 額      （最終契約金額）   

工 期   年  月 ～     年  月   

受 注 形 態     等 単体／共同企業体 (出資比率)    

工 

事 

概 

要 

等 

 

文化財種別 重要文化財   

構造・階数 木造、一重、裳階付   

延 面 積 ○○○㎡   

種 別 半解体修理   

注１ 公告の２⑵オの条件を確認できる施工実績について記入すること。 



 

 

 

様式第３号 （用紙Ａ４） 

配置予定の現場代理人及び監理技術者等の資格、経歴、経験等 

                                         業者名                    

氏名 

項目 
 （現場代理人）  （監理技術者）  

最 終 学 歴        
〇〇大学○○学部〇〇学科 

〇〇年卒業 

 
 

法令による免許        

 

 

 

（取得年及び登録番号） 

  

 

工 

事 

名 

称 

等 

工 事 名         

発注機関名         

施 工 場 所         

契 約 金 額         

工 期         

従 事 役 職         

工 

事 

概 

要 

等 

構造・階数    

延 面 積    

種   別    

    

    

 注１ 公告の２⑵カ(ア)及びカ(イ)の条件を確認できる現場代理人、監理技術者等について記入すること。 

注２ 現場代理人及び監理技術者等は、同一人が兼ねることができる。 

注３ 監理技術者等の資格及び施工経験については、確認できる資料を添付すること



 

 

 


